
光庭を見上げる。巨大な吹抜空間は視覚的な
連続性を持たせ、自然の光を最大限に採り入
れている。まさに「光庭」という名がふさわ
しいものになっている。（写真：村井 修）
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工
事
は
、
一
九
七
八
年
に
準
備
に
入

り
、
す
ぐ
に
本
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
施
工
を
前
に
解
決
す
べ
き

課
題
が
三
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
の
課
題

は
、
風
対
策
で
あ
る
。
伊
藤
忠
商
事
本

社
ビ
ル
が
建
つ
青
山
の
土
地
は
、
海
抜

の
低
い
渋
谷
や
赤
坂
に
囲
ま
れ
、
海
抜

四
〇
㍍
ほ
ど
と
比
較
的
高
い
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
風
が
強
い
。

霞
が
関
ビ
ル
や
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
な
ど

高
層
ビ
ル
建
築
が
進
み
、
ビ
ル
風
の
影

響
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
当
時
、

風
の
影
響
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
建
物
が
建
つ
前

に
風
速
計
を
近
隣
の
あ
ち
こ
ち
に
置
い

て
何
度
も
風
の
影
響
を
調
べ
て
ま
わ
り

ま
し
た
」
―
施
工
者
で
あ
る
間
組
の

工
事
課
長
・
鈴
木
捷
夫
氏
（
当
時
）
は

語
る
。
ま
た
、
そ
の
後
も
日
建
設
計
と

と
も
に
風
洞
実
験
を
行
い
、
雁
行
配
置

の
平
面
形
の
設
計
に
至
る
ま
で
の
デ
ー

タ
収
集
に
努
め
た
。

　
二
つ
目
の
課
題
は
工
事
中
の
近
隣
へ

文：池野谷健太郎

創
意
工
夫
で
乗
り
切
っ
た

三
つ
の
課
題

BCS
Building Contractors Society

Prize-Winning Works
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第
二
三
回
受
賞
作
品

「
商
社
冬
の
時
代
」を
乗
り
越
え
て
今
に
続
く
伊
藤
忠
商
事
。

受
け
継
が
れ
る
経
営
思
想
と
先
駆
的
な
機
能
を
併
せ
持
つ
東
京
本
社
ビ
ル
。

包
み
込
む
自
然
石
の
外
観
は
陽
の
光
を
浴
び
、混
沌
と
し
た
現
代
を
照
ら
す
。

（
一
九
八
二
年
）

伊
藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
後
編

の
配
慮
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
商
業
地

域
で
あ
る
う
え
住
民
も
多
い
こ
の
土
地

を
考
慮
し
、
特
に
基
礎
工
事
の
と
き
に

掘
削
し
た
一
五
万
立
方
㍍
に
も
及
ぶ
土

を
搬
出
す
る
ダ
ン
プ
の
出
入
り
に
は
細

心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。
交
通
量
の
多

さ
で
は
有
名
な
青
山
通
り
を
昼
夜
問
わ

ず
ダ
ン
プ
が
出
入
り
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
。
車
両
運
行
管
理
と
同
時
に
工

程
管
理
に
も
苦
心
し
た
。
現
場
内
は
資

材
置
き
場
が
限
ら
れ
て
い
る
う
え
、
外

壁
の
石
材
運
搬
な
ど
が
大
量
で
あ
っ
た

た
め
、
施
工
が
始
ま
っ
て
か
ら
急
遽
変

更
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
大
型

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
二
基
で
現
場
を
切
り

盛
り
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
資
材
移
動

と
施
工
を
同
時
に
行
う
た
め
、
途
中
か

ら
中
型
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
四
基
に
変
更

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
作
業
が

効
率
的
に
進
み
、
待
機
車
両
な
ど
の
諸

問
題
も
解
決
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が

必
要
と
さ
れ
た
後
半
の
施
工
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
ん
だ
。

　
三
つ
目
の
課
題
は
光
庭
の
最
下
部
で

あ
り
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
天
窓
と
も
な
る

ガ
ラ
ス
屋
根
（
一
六
㍍
×
一
〇
㍍
）
の

施
工
で
あ
る
。
こ
の
建
物
の
特
徴
の
一

つ
と
も
い
え
る
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
。

ガ
ラ
ス
屋
根
は
万
一
の
場
合
の
落
下
物

に
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
強
度
を
確
保
す

る
た
め
、
鉄
骨
の
骨
組
み
と
三
枚
貼
り

合
わ
せ
の
複
層
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
安
全
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
を
四
五
度
傾
け
た
山
形
の
フ
ィ

ー
レ
ン
デ
ィ
ー
ル
ト
ラ
ス
の
組
み
合
わ
せ

は
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
溶
接
す
る

と
な
る
と
歪
み
が
生
じ
て
し
ま
う
。
溶

接
長
が
六
㍉
棒
換
算
で
数
万
㍍
、
こ
れ

だ
け
の
電
気
溶
接
技
術
を
持
っ
た
鉄
骨

業
者
は
少
な
い
。
本
体
製
作
会
社
と
検

討
の
結
果
、
大
阪
の
会
社
に
依
頼
し
た
。

結
果
見
事
な
姿
で
出
来
上
が
っ
た
。
さ

ら
に
難
航
し
た
の
は
設
置
で
あ
る
。
ガ

ラ
ス
だ
け
で
も
一
四
㌧
に
及
ぶ
ガ
ラ
ス

屋
根
を
完
全
に
組
ん
だ
状
態
の
ま
ま
タ

ワ
ー
ク
レ
ー
ン
で
一
気
に
吊
り
上
げ
、

設
置
す
る
工
事
で
あ
る
。
な
る
べ
く
人

通
り
が
少
な
い
時
間
帯
を
選
び
、
深
夜

に
行
わ
れ
た
こ
の
工
事
は
異
様
な
緊
張

に
包
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
携
わ
っ
た

人
々
は
今
で
も
口
々
に
こ
の
工
事
の
な

か
で
一
番
緊
張
し
た
瞬
間
だ
っ
た
と
声

を
そ
ろ
え
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
ガ
ラ
ス

屋
根
が
吊
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
間
の
息

を
呑
む
感
覚
と
、
ぴ
っ
た
り
納
ま
っ
た

瞬
間
の
達
成
感
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い

様々な条件のもと、周辺環境の対応や工事の効率を考えた工事。
それにより安全性が高くなった。（提供：三輪晃久写真研究所）

工事概要

所 在 地：東京都港区北青山2－5－1
建 築 主：青山地所株式会社
設 計 者：株式会社日建設計
施 工 者：株式会社間組
竣　　工：昭和55年10月
敷地面積：19,480㎡
建築面積：7,550㎡
延床面積：112,860㎡
階　　数： 地下4階、地上22階、塔屋1階
構　　造： 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造、
　　　　　鉄筋コンクリート造



施
工
者
よ
り
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左／ 当時としては珍しかったコンピュターによる全館管理を行っていた、建物
の計画時から環境に対する配慮がされていた事が伺える。右／現在でも数が
少ないダブル配管による中水（再利用水）設備。当時としては先駆的な設備に
なっている。（写真：「伊藤忠商事株式会社 東京本社ビル」パンフレットより抜粋）
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た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
当
時
と
し
て

は
最
新
の
建
築
技
術
は
、
い
ま
で
も
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
施
さ
れ
、
ト
ッ
プ
商
社

に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
性
と
経
済
性
の
融

合
を
果
た
し
て
い
る
。
ビ
ル
の
北
側
に

配
さ
れ
た
窓
の
二
重
ガ
ラ
ス
は
室
内
の

快
適
性
、
遮
音
性
、
断
熱
性
を
向
上
さ

せ
、
オ
フ
ィ
ス
環
境
向
上
に
一
役
買
っ

て
い
る
。
ま
た
、
高
層
ビ
ル
は
室
内
の

空
調
を
正
常
な
状
態
に
維
持
す
る
た
め

窓
を
密
閉
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の

ビ
ル
で
は
開
閉
可
能
な
小
窓
を
足
元
に

設
け
て
い
る
。
二
十
四
時
間
体
制
で
ビ

ジ
ネ
ス
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
空
調
が

使
用
で
き
な
い
最
少
人
数
の
残
業
時
間

帯
で
も
、
自
然
換
気
が
行
え
る
と
い
う

商
社
な
ら
で
は
の
工
夫
で
あ
る
。
さ
ら

に
、ダ
ブ
ル
配
管
に
よ
る
中
水（
再
利
用

水
）設
備
シ
ス
テ
ム
が
い
ち
早
く
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
中
水
施
設
は
排
水
を
処
理

し
て
循
環
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
主

な
用
途
は
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
と
し
て
の

使
用
で
あ
っ
た
。
東
京
都
で
義
務
化
さ

れ
た
の
は
こ
れ
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
り
、

先
駆
的
な
施
設
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
設
備
は
今
後
も
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
続
け
、
で
き
る
限
り
使
用
し

続
け
る
と
い
う
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年

に
屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
は
約

一
〇
〇
㌔
㍗
の
発
電
容
量
（
東
京
本
社

ビ
ル
の
三
・
五
フ
ロ
ア
分
の
照
明
電
力

に
相
当
）
が
あ
り
、
高
層
ビ
ル
の
屋
上

で
は
国
内
最
大
規
模
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
冬
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
ゆ
る
ぎ
な

い
経
営
理
念
に
基
づ
い
て
築
か
れ
た
伊

藤
忠
商
事
東
京
本
社
ビ
ル
。
竣
工
か
ら

三
二
年
経
っ
た
い
ま
な
お
、
堂
々
た
る

商
社
の
風
格
が
こ
の
建
物
か
ら
は
放
た

れ
続
け
て
い
る
。

う
。
薄
闇
に
包
ま
れ
た
現
場
で
の
緊
張

と
歓
喜
が
時
代
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
石
材
調
達
遅
れ
の
影
響
で
、
竣
工
を

延
期
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
も
行
わ
れ

た
が
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
四
日
に
竣

工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
設
計

開
始
か
ら
工
事
完
成
ま
で
七
年
半
と
い

う
年
月
が
流
れ
て
い
た
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
外
壁
と
同
じ
マ
ホ

ガ
ニ
ー
・
レ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
も

の
の
、
本
磨
き
仕
上
げ
に
よ
り
そ
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
引
き
立
た
せ
、
総
合
商

社
と
し
て
の
構
え
を
重
厚
に
演
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
同
時
に
燦
々
と
降
り
注
ぐ
自
然
光
は
、

玄
関
ホ
ー
ル
に
屋
外
の
よ
う
な
開
放
感

を
与
え
る
。
上
層
階
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
降
り
る
と
ホ
ー
ル
か
ら
光
庭
へ
導
か

れ
、
そ
こ
か
ら
両
側
の
オ
フ
ィ
ス
を
ひ

と
目
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
中
央
の
吹
き
抜
け
を
挟
ん

で
一
、二
五
〇
平
方
㍍
の
無
柱
オ
フ
ィ

ス
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
二
つ
ず
つ
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
す
る

堂
々
た
る
商
社
の
風
格

　
昭
和
五
十
三
年
に
着
任
し
た
当
時

（
四
十
二
歳
）
は
伊
藤
忠
本
社
ビ
ル
の

工
事
部
の
課
長
で
し
た
。
新
宿
の
紀
伊

国
屋
や
東
海
道
新
幹
線
の
熱
海
駅
な
ど

の
工
事
に
携
わ
っ
た
後
に
担
当
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
最
初
は
メ
ン
バ
ー
が
三

名
ぐ
ら
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
大

き
な
建
物
を
担
当
す
る
こ
と
へ
の
未
知

の
部
分
が
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
間
組
に
と
っ
て
縁
の
深
い
青
山

の
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
建
設
予
定
地

の
一
部
は
間
組
が
所
有
す
る
土
地
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
り
が
い
の
ほ
う

が
強
く
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
不
安
も

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
青
山
通

り
の
拡
張
が
行
わ
れ
、
街
の
表
情
が
変

わ
り
ま
し
た
。
以
降
周
辺
の
建
物
が
高

層
化
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か

商
店
街
や
町
内
会
の
み
な
さ
ん
が
意
見

を
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
て
、
高
い
建
物

を
建
設
す
る
と
い
う
割
に
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
し
た
。
本
当
に
地
元
の
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
東
宮
御
所
が
近
く
に
あ
っ
た
り
、
銀

座
線
の
土
被
り
が
浅
か
っ
た
り
と
工
事

を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
知
恵
を
し
ぼ
っ
て

解
決
し
、
い
ま
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

　
北
側
に
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
が
あ
る

の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
が
行
わ
れ
て

い
る
時
間
帯
に
工
事
用
の
笛
を
吹
く
と

選
手
が
混
乱
す
る
の
で
制
限
さ
れ
た
と

い
う
、
こ
の
場
所
な
ら
で
は
の
問
題
も

あ
り
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を
見
る
た
び

に
思
い
出
し
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
進
ん
だ

施
工
計
画K

atsuo Suzuki

株
式
会
社
間
組 

当
時
工
事
課
長

鈴
木
捷
夫

無柱空間は横のつながりが重要な商社にとって、大きな意味を持つものになっている。
また、足元は開閉可能で換気などに役立っている。（写真：「伊藤忠商事株式会社 東京本
社ビル」パンフレットより抜粋）

光庭によって消費電力を抑え、最少人数
の残業にも対応できる換気の効果も併せ
持つ。（提供：三輪晃久写真研究所）

建
築
主
よ
り

　
東
京
本
社
ビ
ル
は
、
経
営
環
境
の
厳

し
か
っ
た
新
社
屋
計
画
時
に
、
約

四
〇
〇
〇
名
の
従
業
員
が
六
カ
所
に
分

散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
カ
所
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
る
社
業

の
一
層
の
飛
躍
を
確
信
し
、
英
断
さ
れ

た
戸
崎
社
長
の
熱
い
思
い
と
、
そ
れ
に

応
え
注
力
し
た
関
係
者
の
皆
様
の
努
力

に
よ
り
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
本
建
物
へ
の
先
人
の
思
い
は
、
竣
工

年
以
降
の
入
社
で
あ
る
私
を
含
め
た
社

員
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
管
理
運
営
は

も
ち
ろ
ん
、
竣
工
二
十
年
を
超
え
た
頃

Takuya Tam
ura

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社 

人
事・総
務
部

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
代
行

田
村
拓
也

よ
り
、
大
規
模
改
修
工
事
計
画
を
、
設

計
会
社
・
施
工
会
社
・
管
理
会
社
と
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
組
成
し
、
二
〇
〇
四
年

の
空
調
改
修
工
事
を
足
が
か
り
に
、
ト

イ
レ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
受
変
電
設
備

等
の
更
新
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
社
員
や
お
客
様
に
も
見
え
る
事
務
室

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
出
来

る
限
り
、
社
員
の
動
き
や
外
部
の
景

色
・
光
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
間
仕

切
り
は
ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
多

用
し
、
特
に
、
セ
ン
タ
ー
コ
ア
の
吹
き

抜
け
エ
リ
ア
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
改
修

し
ま
し
た
。
什
器
に
つ
き
ま
し
て
も
一

新
し
、
常
に
お
客
様
目
線
、
社
員
目
線

を
念
頭
に
改
修
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
創
業
一
五
〇

周
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
外

部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ム

ー
ア
の
彫
刻
作
品
を
、
竣
工
当
時
の
通

り
一
階
ロ
ビ
ー
に
戻
し
ま
し
た
。

　
新
社
屋
の
完
成
式
で
戸
崎
社
長
が
語

っ
た
「
潮
の
流
れ
を
変
え
る
意
識
の
改

革
を
」
と
い
う
言
葉
を
、
こ
の
建
物
と

共
に
、
次
の
世
代
に
確
実
に
引
き
継
い

で
行
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
と
思
っ
て

い
ま
す
。

脈
々
と
受
継
が
れ
る

竣
工
当
時
の
理
念
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 BCS賞受賞作品探訪記

1 現在の伊藤忠本社ビル。当時と変わらない外観は定期的に行われるメンテナンスによって保たれている。2 屋上の遮光トラス。光庭の上部に配置
され、西日や夏の日差しを軽減し熱負荷を抑えている。また自然換気も行えるので、非常に環境を意識したものになっている。3 現在の廊下。時代
によるニーズを踏まえ、変わっていく内部空間。今でも社員の建物に対する想いは変わっていないように感じられた。（写真：風間芳健）
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伊藤忠商事東京本社ビルの今


